
平
成
二
十
四
年
九
月
五
日
提
出

質

問

第

四

〇

九

号

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
及
び
委
員
の
欠
格
要
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

服

部

良

一
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原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
及
び
委
員
の
欠
格
要
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
及
び
委
員
の
人
事
案
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
二
十
六
日
に
内
閣
が
国
会
に
提
示
し
、
八
月
二

十
四
日
に
同
意
を
得
た
い
旨
の
要
求
書
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
初
よ
り
、
複
数
の
候
補
者
が
法
律
及
び
政
府
指
針

に
定
め
る
欠
格
要
件
に
該
当
す
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
政
府
の
欠
格
要
件
の
解
釈
そ
の
も
の
に
も
疑
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本

件
に
つ
い
て
は
、
本
院
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
等
で
提
起
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
未
だ
政
府
よ
り
合
理
的
な
説
明
を

得
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
以
下
、
「
設
置
法
」
と
い
う
。
）
は
、
「
原
子
力
に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理

若
し
く
は
廃
棄
の
事
業
を
行
う
者
、
原
子
炉
を
設
置
す
る
者
、
外
国
原
子
力
船
を
本
邦
の
水
域
に
立
ち
入
ら
せ
る
者
若
し
く

は
核
原
料
物
質
若
し
く
は
核
燃
料
物
質
の
使
用
を
行
う
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
そ
の
役
員
（
い
か
な
る

名
称
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
職
権
又
は
支
配
力
を
有
す
る
者
を
含
む
。
）
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
者
の
使

用
人
そ
の
他
の
従
業
者
」
（
第
七
条
第
七
項
第
三
号
）
及
び
第
七
条
第
七
項
第
三
号
「
に
掲
げ
る
者
の
団
体
の
役
員
（
い
か

な
る
名
称
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
職
権
又
は
支
配
力
を
有
す
る
者
を
含
む
。
）
又
は
使
用
人
そ
の
他
の

従
業
者
」
（
同
第
四
号
）
は
委
員
長
又
は
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
定
め
て
い
る
。
政
府
は
こ
の
設
置
法
上
の
欠
格

一



要
件
に
係
り
、
「
更
田
豊
志
（
ふ
け
た
と
よ
し
）
氏
が
所
属
し
て
い
る
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ

Ｅ
Ａ
）
が
該
当
し
ま
す
が
、
同
氏
は
委
員
に
就
任
す
る
に
当
た
り
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
を
辞
職
す
る
こ
と
と
し
て
お
ら
れ
る
の
で
、

同
法
に
違
反
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
（
内
閣
官
房
原
子
力
安
全
規
制
組
織
等
改
革
準
備
室
「
「
原
子
力
規
制
委
員
会
委

員
長
及
び
委
員
の
同
意
人
事
に
関
す
る
申
入
れ
」
に
つ
い
て
」
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
四
日
。
以
下
、
「
八
月
二
十
四
日

付
文
書
」
と
い
う
。
）
と
し
て
い
る
。
設
置
法
第
七
条
第
七
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
現
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
、
就

任
に
当
た
っ
て
当
該
職
を
辞
す
る
の
で
あ
れ
ば
違
反
に
は
な
ら
な
い
と
の
論
は
設
置
法
の
立
法
趣
旨
に
照
ら
し
て
疑
義
が
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
解
釈
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
り
妥
当
と
さ
れ
る
の
か
。

�

政
府
は
、
同
じ
く
委
員
候
補
で
あ
る
中
村
佳
代
子
氏
が
所
属
し
て
い
る
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
は
設
置
法
上
の
欠
格

要
件
に
係
る
事
業
者
で
は
な
い
と
し
て
い
る
が
（
八
月
二
十
四
日
付
文
書
）
、
同
協
会
は
「
原
子
力
に
係
る
廃
棄
の
事
業

を
行
う
者
」
に
該
当
す
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
政
府
が
同
協
会
が
設
置
法
上
の
欠
格
要
件
に
係
る
事
業
者
で
な
い
と
す
る

根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

�

委
員
長
候
補
で
あ
る
田
中
俊
一
氏
が
所
属
す
る
高
度
情
報
科
学
技
術
研
究
機
構
（
以
下
、
「
高
度
機
構
」
と
い
う
。
）

は
事
業
収
入
の
約
七
割
を
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
（
以
下
、
「
原
子
力
機
構
」
と
い
う
。
）
か
ら
得
て
お
り
（
平
成

二



二
十
三
年
度
実
績
）
、
原
子
力
機
構
は
高
度
機
構
を
「
関
係
法
人
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
鑑
み
れ
ば
、
高

度
機
構
は
設
置
法
上
の
欠
格
要
件
に
係
る
事
業
者
で
あ
る
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か

が
か
、
そ
の
根
拠
と
併
せ
て
示
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
本
年
七
月
三
日
「
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
及
び
委
員
の
要
件
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
政
府
指
針
」
と
い

う
。
）
を
公
表
し
、
「
法
律
上
の
欠
格
要
件
に
加
え
て
欠
格
要
件
と
す
る
事
項
」
と
し
て
「
就
任
前
直
近
�
年
間
に
、
原
子

力
事
業
者
等
及
び
そ
の
団
体
の
役
員
、
従
業
者
等
で
あ
っ
た
者
」
を
欠
格
要
件
と
す
る
と
し
た
。
本
文
書
に
お
い
て
「
原
子

力
事
業
者
等
」
の
定
義
に
係
る
記
述
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
政
府
指
針
は
、
国
会
審
議
に
お
い
て
、
設
置
法
の
欠
格
要
件
が

現
に
該
当
職
に
あ
る
者
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
過
去
に
そ
の
職
に
あ
っ
た
者
も
対
象
と
し
な
け
れ
ば
、

「
原
子
力
に
係
る
利
用
と
規
制
の
分
離
」
、
「
原
子
力
ム
ラ
と
の
決
別
」
と
い
っ
た
設
置
法
の
立
法
趣
旨
が
果
た
さ
れ
な
い

と
の
共
通
理
解
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
政
府
指
針
の
内
容
に
係
り
、
例
え
ば
、
本
年

六
月
十
九
日
の
参
議
院
環
境
委
員
会
で
は
、
水
野
賢
一
委
員
の
「
法
案
の
七
条
に
も
い
ろ
い
ろ
と
書
い
て
あ
る
こ
と
と
い
う

の
は
、
つ
ま
り
原
子
力
関
係
者
た
ち
は
駄
目
よ
み
た
い
な
こ
と
は
確
か
に
書
い
て
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
を
見
る
と
、
法

文
だ
け
見
る
と
現
在
の
こ
と
の
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
は
現
在
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
過
去
も
そ
れ
に
準
ず
る
と
い

三



う
、
法
文
上
は
現
在
だ
け
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
過
去
も
準
ず
る
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
ん

で
し
ょ
う
か
」
と
の
質
問
に
対
し
、
近
藤
昭
一
衆
議
院
議
員
は
「
準
ず
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
政
府
指
針
は
立
法
意
思
に
則
し
て
定
め
ら
れ
、
か
つ
解
釈
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
ま
ず
、
政
府
指
針
で
欠
格

要
件
の
対
象
期
間
を
「
就
任
前
直
近
�
年
間
」
と
限
定
し
た
こ
と
に
い
か
な
る
根
拠
が
あ
る
の
か
、
政
府
の
認
識
を
示
さ
れ

た
い
。

�

政
府
指
針
の
「
原
子
力
事
業
者
等
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
定
義
に
係
る
記
述
が
な
く
、
「
法
律
上
の
欠
格
要
件

に
加
え
て
欠
格
要
件
と
す
る
事
項
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
設
置
法
第
七
条
第
七
項
第
三
号
を
指
示
し
て

い
る
と
解
釈
す
る
他
な
い
が
、
仮
に
別
様
の
解
釈
の
余
地
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
く
の

か
。
政
策
論
で
は
な
く
、
純
粋
に
論
理
的
解
釈
の
問
題
と
し
て
答
え
ら
れ
た
い
。

�

設
置
法
第
七
条
第
七
項
第
三
号
に
は
「
原
子
力
事
業
者
（
等
）
」
と
い
う
記
述
は
な
い
が
、
本
法
が
直
接
関
係
す
る
原

子
炉
等
規
制
法
で
は
、
第
五
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
「
製
錬
事
業
者
、
加
工
事
業
者
、
原
子
炉
設
置
者
、
外
国
原
子
力

船
運
航
者
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
、
再
処
理
事
業
者
、
廃
棄
事
業
者
及
び
使
用
者
（
旧
製
錬
事
業
者
等
、
旧
加
工
事

業
者
等
、
旧
原
子
炉
設
置
者
等
、
旧
使
用
済
燃
料
貯
蔵
事
業
者
等
、
旧
再
処
理
事
業
者
等
、
旧
廃
棄
事
業
者
等
及
び
旧
使

四



用
者
等
を
含
む
。
以
下
「
原
子
力
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
」
と
し
て
「
原
子
力
事
業
者
等
」
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
政

府
指
針
に
お
い
て
「
原
子
力
事
業
者
等
」
の
別
の
定
義
な
り
注
釈
な
り
が
示
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
既
存
の
か
つ
基
本
的

な
法
律
で
あ
る
原
子
炉
等
規
制
法
と
矛
盾
し
又
は
こ
れ
よ
り
限
定
し
て
「
原
子
力
事
業
者
等
」
を
解
釈
す
る
こ
と
は
当
然

に
排
除
さ
れ
る
が
、
仮
に
そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
く
の
か
。
前
項
同
様
、
純
粋
に
論

理
的
解
釈
の
問
題
と
し
て
答
え
ら
れ
た
い
。
な
お
、
設
置
法
第
七
条
第
七
項
第
三
号
が
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
前
項
で
示
し
た
通
り
、
政
府
指
針
の
「
原
子
力
事
業
者
等
」
が
設
置
法

第
七
条
第
七
項
第
三
号
を
指
示
し
て
い
る
と
の
解
釈
が
支
持
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
異
論
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
併
せ
て

答
え
ら
れ
た
い
。

�

政
府
は
、
政
府
指
針
の
「
原
子
力
事
業
者
等
」
に
係
る
私
の
照
会
に
対
し
て
、
政
府
指
針
の
欠
格
要
件
は
「
委
員
長
及

び
委
員
が
電
力
事
業
者
か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
」
で
あ
り
、
「
電
力
会
社
や
原
子
力
設
備
の
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
営
利
企
業
を
想
定
し
て
」
い
る
と
回
答
し
た
（
二
〇
一
二
年
七
月
二
十
七
日
付
回
答
文
書
）
。
八
月
二
十
四
日
付

文
書
で
も
「
電
力
会
社
か
ら
距
離
を
置
く
こ
と
を
確
保
す
る
」
趣
旨
か
ら
、
「
電
力
会
社
を
主
と
し
て
想
定
し
、
こ
れ
に

加
え
て
、
原
子
炉
等
を
有
し
て
い
な
い
電
力
会
社
の
影
響
が
強
い
電
力
会
社
の
子
会
社
、
原
子
炉
設
備
メ
ー
カ
ー
等
も
含

五



め
て
い
ま
す
」
と
し
て
い
る
。
政
府
は
こ
の
よ
う
な
「
想
定
」
あ
る
い
は
「
趣
旨
」
に
照
ら
し
て
、
原
子
力
機
構
等
の
独

立
行
政
法
人
、
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
等
の
公
益
社
団
法
人
、
又
は
大
学
は
政
府
指
針
に
い
う
「
原
子
力
事
業
者
等
」

に
は
該
当
し
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
通
り
、
政
府
指
針
で
は
「
原
子
力
事
業
者
等
」
の
定
義
が
示

さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
で
引
用
し
た
よ
う
な
「
想
定
」
又
は
「
趣
旨
」
に
は
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
同

様
に
、
政
府
指
針
を
公
表
し
た
細
野
担
当
大
臣
の
記
者
会
見
で
も
言
及
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の

よ
う
な
「
想
定
」
又
は
「
趣
旨
」
は
無
効
で
あ
り
、
仮
に
有
効
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
政
府
指
針
を
遡
及
的
に
修
正
す

る
も
の
で
あ
る
と
の
誹
り
は
免
れ
な
い
。
仮
に
政
府
が
、
政
府
指
針
で
も
細
野
大
臣
の
記
者
会
見
で
も
言
及
の
な
か
っ
た

「
想
定
」
又
は
「
趣
旨
」
が
有
効
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
正
当
性
を
明
示
さ
れ
た
い
。

�

同
様
に
、
国
会
審
議
に
お
い
て
も
、
前
述
の
通
り
、
政
府
指
針
で
定
め
る
べ
き
欠
格
要
件
は
設
置
法
に
「
準
ず
る
」
と

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
「
電
力
事
業
者
（
電
力
会
社
）
」
へ
の
言
及
が
な
か
っ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
前
項
の
よ
う
な

「
想
定
」
又
は
「
趣
旨
」
に
限
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
質
疑
及
び
答
弁
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
政
府
が
現
在
示
し

て
い
る
政
府
指
針
の
解
釈
は
立
法
意
思
に
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
政
府
の
解
釈
は
い
か
な
る
根
拠
に
よ
り
正

当
化
さ
れ
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。
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三

政
府
は
八
月
二
十
四
日
付
文
書
で
「
仮
に
政
府
の
候
補
者
要
件
に
お
け
る
「
原
子
力
事
業
者
等
」
を
原
子
炉
等
規
制
法
と

同
様
に
考
え
ま
す
と
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
み
な
ら
ず
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
原
子
炉
を
有
す
る
原
子
力
の
研

究
組
織
が
全
て
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
原
子
力
の
実
践
的
・
専
門
的
知
見
を
有
す
る
研
究
者
を
原
子
力
規
制
委
員
会
の
委

員
長
・
委
員
と
す
る
道
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
し
、
細
野
大
臣
の
国
会
答
弁
や
記
者
会
見
等
で
も

同
様
の
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
回
答
に
論
理
的
正
当
性
が
な
い
こ
と
は
前
問
ま
で
で
明
ら
か

で
あ
る
。
仮
に
政
府
が
こ
れ
ら
の
研
究
組
織
を
欠
格
要
件
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
旨
を
明
示
し
公
開
の
議
論
に
付
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
も
と
よ
り
、
政
府
指
針
は
立
法
意
思
に
係
る

も
の
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
改
め
て
国
会
の
意
思
を
問
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
設
置
法
の
欠
格
要
件
で
は
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
電
力
会
社
子
会
社
及
び
原
子
力
設
備
メ
ー
カ
ー
を
政
府
指
針
で
欠
格
要
件
に
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
立
法
意

思
に
照
ら
し
て
許
容
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
指
針
に
記
述
が
な
か
っ
た
以
上
、
政
府
指
針
の
欠
格
要
件
に
該
当
す

る
と
の
解
釈
が
不
当
で
あ
る
と
の
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
に
対
抗
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
仮
に
政
府
が
、
政
府

指
針
の
「
原
子
力
事
業
者
等
」
の
解
釈
を
設
置
法
第
七
条
第
七
項
第
三
号
又
は
原
子
炉
等
規
制
法
と
同
一
と
す
る
こ
と
に
問

題
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
指
針
は
撤
回
し
、
国
会
で
の
議
論
を
経
て
、
改
め
て
指
針
を
定
め
る
べ
き
で
な
い

七



か
。
そ
の
際
に
は
、
設
置
法
を
改
正
し
、
法
律
上
欠
格
要
件
を
追
加
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。
以
上
に
つ

き
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

八


